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内容の要旨および審査の結果の要旨
犯法的薬毒物を含めた包括的薬毒物スクリーニングシステムは本邦において未だに立ち遅れており，そ
の確立を,本研究の目的とし，薄層クロマトグラフィー(thinlayerchromatography，TLC）を原理と
するトキシラポ⑰システム並びにガスクロマトグラフィー－質量分析法の導入について検討した。
現在価我が国では犯法的薬毒物の取扱は法的に厳しく規制されており，覚醒剤やコカイン等の標準物質
を含浸させたトキシディスクを入手することは不可能である。従って,日本国内においては，特別のディ
スクを作製しなければ犯法的物質をも含めた包括的分析システムを確立することはできない。このような
基本的問題点を解決するため，本研究ではトキシディスクに標準覚醒剤やコカインを添加・乾燥させたの
ち跡展開･発色させたところ，トキシラポシステム付属の薬物検索表と略同様の成績が得られた。その際，
覚醒剤およびコカインの検出限界は各々約0.5および１０必ｇであった。また,エキストレルート⑰カラム
抽出／ガスクロマトグラフィー（gaschromatography，ＧＣ）－質量分析（massspectrometry，
ＭＳ）によりメタンフェタミン等６種の覚醒剤関連化合物が，血液や尿から同時的に分離同定できた。そ
れらの検出限界は約20pg／jUlで，回収率は内部標準法を用い，血液中で903-101％および尿中で890-10
1％であった。さらに，覚醒剤のウサギへの投与実験で，その血液や尿から前記のトキシディスクを用い
て覚醒剤がスクリーニングでき，引き続きGC-MSで定性・定量的に分析することができた。これらの結
果から，上記のトキシラポ⑰システムとGC-MSを中心にしたスクリーニングシステムは犯法的薬毒物の
分析に有用であることが実験的に明らかにされた。
続いて；このTLC緊急スクリーニングとＧＯＭＳ分析システムを，覚醒剤等の犯法的薬毒物を含めた包
括的な分析体制の一環として実際例の試料に応用した。検査対象として，北陸・近畿地区17の１次ないし
高次救急病院及び全国13大学の法医学教室等から郵送された，患者試料及び剖検試料合計548例，1,164検
体を分析したところ，この緊急スクリーニングシズテムで，向精神薬や睡眠薬等44種の薬毒物力戦出され，
治療方針の決定に寄与した事例も認めた。それらの中でコカインが大都市部の１例から検出されたが，そ
れ以外のモルヒネ等の麻薬は今回の対象試料からは検出されなかった。また，覚醒剤は大都市部の救急患
者試料３例および剖検試料15例から検出された。以上の成績から，本研究の包括的緊急スクリーニングシ
ステムにより覚醒剤，向精神薬や麻薬等の犯法的薬毒物の検索が十分に可能であり，且つ法医実務や救急
医療の現場における診断や治療方針の決定に極めて有用であることが示されたｑ
以上，本研究は犯法的薬毒物の包括的分析体制について基礎及び実務の両面において新知見を示したも
ので，単に法医中毒学にとどまらず，広く臨床医学領野全般に亘り多大の貢献をする，貴重な労作と評価Ｉ■ｉ0.0
された。
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